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1-7.  
 

2017  

 

Nakazawa Y, Kato M, Yoshida S, 
Miyashita M, Morita T, Kizawa Y.  
 

Population-Based Quality Indicators 
for Palliative Care Programs for 
Cancer Patients in Japan: A Delphi 
Study.  
 

J Pain Symptom 
Manage, 

 

 51(4) 

 

652-61.  
 

2016 

 

Mori M, Shimizu C, Ogawa A, 
Okusaka T, Yoshida S, Morita T . 

A National Survey to Systematically 
Identify Factors Associated With 
Oncologists' Attitudes Toward 
End-of-Life Discussions: What 
Determines Timing of End-of-Life 
Discussions?  
 

Oncologist,  

 

20(11) 

 

1304-11.  
 

2015  
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雑誌 （日本語）                                                                            
 

  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ  出版年 

秋月晶子，秋月伸哉，中
澤葉宇子，安保博文，伊
勢雄也，岡本禎晃，海津
美希子，品田雄市，山代
亜紀子，坂下明大，加藤
雅志. 

緩和ケアチームセルフチェックプログラムの実施
可能性に関する多施設調査． 

Palliative C
are Research 

13(2) 195-200 2018 

加藤雅志. 国の動向と担当者として考えていたこと 国の施策
と行政の立場からの関わり. ホスピス緩和ケア白
書2018. 

青海社  pp2-5 2018 

加藤雅志. がん・生殖医療ハンドブック 大須賀 穣 鈴木 直
 編集 短時間のうちに多くの意思決定を迫られる
患者にどう関わる？―がん相談支援センターがん
専門相談員の立場から. 

メディカ出版  pp313-pp31
8 

2017 

加藤雅志. 緩和ケアと精神保健. 第6版精神保健福祉士養成セ
ミナー第2巻 精神保健学‐精神保健の課題と支
援. 

へるす出版,  pp164-179, 2017 

加藤雅志. 緩和ケアとがん対策基本法 精神科 31(4) 275-280 2017 

加藤雅志. がん診療の地域医療連携の現状―積極的に参加し
よう― 

Medical Prac
tice 

Vol.34 24-29 2017 

采野優, 森雅紀, 森田達
也, 武藤学. 

「早期緩和ケア」「オンコロジーと緩和ケアの連
携」「がんと診断されたときからの緩和ケア」のち
がい. 

緩和ケア 28(1) 5-10 2018 

森田達也. 診断時からの緩和ケアを成り立たせる臨床モデル
は何か？ 

緩和ケア 28(1) 11-16 2018 

高橋理智, 森田達也, 野
里洵子, 服部政治, 上野
博司, 岡本禎晃, 伊勢雄
也, 佐藤一樹, 宮下光
令, 細川豊史. 

日本のがん疼痛とオピオイド量の真実 第3回 日本
のがん患者の疼痛の頻度とPain Management Index
に関するメタ分析. 

 
緩和ケア 

28(1) 42-49 2018 

森田達也, 森雅紀. 落としてはいけないKey article第19回実臨床でど
うしたらいいかわからないことを「心理実験」で明
らかにする. 

緩和ケア 
28(1) 56-62 2018 

森田達也. 緩和ケア口伝－現場で広がるコツと御法度. 眠気
にペモリン（とカフェイン）. 

緩和ケア 28(2) 126-127 2018 

森田達也, 十九浦宏明. 落としてはいけないKey article第20回オキシコン
チンの投与開始時にプロクロルペラジンの予防投
与は効果がなさそうだ. 

緩和ケア 28(2) 130-135 2018 
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岸野恵, 木澤義之, 佐藤
悠子, 宮下光令, 森田達
也, 細川豊史. 

がん患者が答えやすい痛みの尺度―鎮痛水準測定
方法開発のための予備調査―. 

ペインクリニ
ック 

38(1) 93-98 2017. 

森田達也. 落としてはいけないKey article第13回治療効果を
測定するのはNRSの変化でいいのか？. 

緩和ケア 27(1) 53-57 2017. 

森田達也. 落としてはいけないKey article第14回メサドンは
神経障害性疼痛に初回治療として経皮フェンタニ
ルよりも有効らしい. 

緩和ケア 27(2) 125-129 2017. 

五十嵐尚子, 青山真帆, 
佐藤一樹, 森田達也, 木
澤義之, 恒藤暁, 志真泰
夫, 宮下光令. 

遺族によるホスピス・緩和ケアの質の評価に関する
多施設遺族調査における結果のフィードバックの
活用状況. 

Palliat Care
 Res 

12(1) 131-139 2017. 

日下部明彦, 野里洵子, 
平野和恵, 齋藤直裕, 池
永恵子, 櫁柑富貴子, 結
束貴臣, 松浦哲也, 吉見
明香, 内藤明美, 沖田将
人, 稲森正彦, 山本裕
司, 森田達也. 

「地域の多職種でつくった死亡診断時の医師の立
ち居振る舞いについてのガイドブック」の医学教育
に用いた報告 

Palliat Care
 Res 

12(1) 906-910, 2017. 

森田達也. 落としてはいけないKey article第15回終末期せん
妄に抗精神病薬は無効で、生命予後も短くする？. 

緩和ケア 27(3) 196-202 2017. 

小田切拓也, 森田達也, 
伊藤浩明, 山田祐司, 橋
本淳, 関本剛, 馬場美
華, 成元勝広, 鈴木友

ホスピス・緩和ケア病棟から存命退院した患者の退
院後の療養場所と死亡確認場所に関する全国調査. 

癌の臨床 63(2) 159-165 2017. 

青山真帆, 斎藤愛, 菅井
真理, 森田達也, 木澤義
之, 恒藤暁, 志真泰夫, 
宮下光令. 

宗教的背景のある施設において患者の望ましい死
の達成度が高い理由―全国のホスピス・緩和ケア病
棟127施設の遺族調査の結果から―. 

Palliat Care
 Res 

12(2) 211-220 2017. 

森田達也. 落としてはいけないKey article第16回死前喘鳴の
薬物療法を考える. 

緩和ケア 27(4) 270-275 2017. 

佐久間由美, 森田達也. 外来緩和ケアのマネジメントのコツ①「緩和ケア外
来」というより、「外来の緩和ケアチーム」. 

緩和ケア 27(5) 306-313 2017. 

森田達也. 落としてはいけないKey article第17回モルヒネは
がんの進行を促進するが、メチルナルトレキソンは
抑制する？. 

緩和ケア 27(5) 344-347 2017. 

児玉麻衣子, 小林美貴, 
片山寛次, 田辺公一, 森
田達也. 

Good Death Scale (GDS) 日本語版訳の作成と言語
的妥当性の検討. 

Palliat Care
 Res 

12(4) 311-316 2017. 

鈴木梢, 森田達也, 田中
桂子, 鄭陽, 東有佳里, 
五十嵐尚子, 志真泰夫, 
宮下光令. 

緩和ケア病棟で亡くなったがん患者における補完
代替医療の使用実態と家族の体験. 

Palliat Care
 Res 

12(4) 731-738 2017. 
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塩﨑麻里子, 三條真紀
子, 吉田沙蘭, 平井啓, 
宮下光令, 森田達也, 恒
藤暁, 志真泰夫. 

がん患者遺族の終末期における治療中止の意思決
定に対する後悔と心理的対処：家族は治療中止の何
に、どのような理由で後悔しているのか？ 

Palliat Care
 Res 

12(4) 753-760 2017. 

山口崇, 森田達也（企画
担当）. 

呼吸困難～エビデンスはそうだけど、実際はこれも
いいよね. 特集にあたって. 

緩和ケア 27(6) 376 2017. 

森田達也, 小山田隼佑. 落としてはいけないKey article第18回非劣性試験
って何？粘膜吸収性フェンタニルvs. モルヒネ皮
下注射. 

緩和ケア 27(6) 424-428 2017. 

伊藤怜子, 清水恵, 内藤
明美, 佐藤一樹, 藤澤大
介, 恒藤暁, 森田達也, 
宮下光令. 

Memorial Symptom Assessment Scale (MSAS)を使
用した日本における一般市民を対象とした身体症
状・精神症状の有症率と強度、苦痛の程度の現状. 

Palliat Care
 Res 

12(4) 761-770 2017. 

高橋理智, 森田達也, 服
部政治, 上野博司, 岡本
禎晃, 伊勢雄也, 宮下光
令, 細川豊史 

日本と世界のオピオイド消費量 緩和ケア 26(5) 367-374 2016 

森田達也 落としてはいけないKey article第11回「スピリチ
ュアルペイン」に対するランダム化比較試験 

緩和ケア  26(5) 379-385 2016 

森岡慎一郎, 森雅紀, 鈴
木知美, 横道麻理佳, 森
田達也 

終末期がん患者の感染症診療：何が医療者の意向の
差異に繋がるか？ 

Palliat Care
 Res 

11(4) 241-247 2016 

森田達也（企画担当） そろそろ、メサドン？―「4段階目」の新規麻薬の
実践上のコツ. 特集にあたって 

緩和ケア 26(6) 404 2016 

森田達也, 森雅紀 メサドンとは？－基礎知識 緩和ケア 26(6) 405-408 2016 

高橋理智, 森田達也, 服
部政治, 上野博司, 岡本
禎晃, 伊勢雄也, 宮下光
令, 細川豊史 

日本のがん疼痛とオピオイド量の真実第2回 世界
各国と日本のオピオイド消費量に関する研究. 日
本のがん患者に使用されているオピオイドは本当
に少ないのか？ 

緩和ケア 26(6) 445-451 2016 

森田達也 落としてはいけないKey article第12回ステロイド
が呼吸困難に効くかを調べたければどうしたらい
いか？ 

緩和ケア 26(6) 456-461 2016 

森田達也. 抗がん治療の中止と意思決定に関わる最新のエビ
デンス 

緩和ケア 26(3) 169-175 2016 

森田達也, 野里洵子 落としてはいけないKey article第9回粘膜吸収性
フェンタニルはタイトレーションをしなくてもよ
い？ 

緩和ケア 26(3) 223-229 2016 

森田達也 終末期の鎮静は安楽死なのか？議論再び 
がん看護 

21(4) 408-411 2016 

森田達也 へえ⤴どうして？ 緩和ケア 26(4) 46-48 2016 
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森田達也（企画担当） 苦痛緩和のため鎮静についてのアドバンスドな知
識―質の高い実践の土台を得る―. 特集にあたっ
て 

緩和ケア 26(4) 248 2016 

森田達也, 横道直佑 落としてはいけないKey article第10回トラマドー
ル／コデインはいらないのではないか？ 

緩和ケア 26(4) 296 2016 

森田達也, 奥坂拓志, 清
水千佳子 

抗がん治療をいつまで続けるか―エビデンスの創
出・統合から実践へ―. 

癌と化学療法 43(7) 824-830 2016 

森田達也 終末期医療にもエビデンスを―意思決定・施策・鎮
静について― 

月刊保団連 9月号（1223） 16-23 2016 

森田達也（企画担当） 「その時がいつか」を予測する―余命を推定する確
かな方法―. 特集にあたって 

緩和ケア 26(5) 322 2016 

森田達也 進行がん患者の予後予測指標の全体像と今後の展
望―余命の予測はどこまで可能になるか？ 

緩和ケア 26(5) 323-327 2016 

今井堅吾, 森田達也, 森
雅紀, 横道直佑, 福田か
おり 

緩和ケア用Richmond Agitation-Sedation Scale 
(RASS)日本語版の作成と言語的妥当性の検討 

Palliat Care
 Res 

11(4) 331-336 2016 

五十嵐尚子,木澤義之他 遺族によるホスピス・緩和ケアの質の評価に関する
多施設遺族調査における結果のフィードバックの
活用状況 

Palliative 

Care Researc
h 

12巻1号 131-139 2017 

木澤義之,坂下明大他 緩和ケアとエンド・オブ・ライフ（終末期ケア） 肺癌 57巻 720-722 2017 

青山真帆,木澤義之他 
宗教的背景のある施設において患者の望ましい 
死の達成度が高い理由─全国のホスピス・ 

緩和ケア病棟127 施設の遺族調査の結果から─ 

Palliative 

Care Researc
h 

12巻2号 211-220 2017 

木澤義之,長岡広香 

 
早期緩和ケア介入の意義とアドバンス・ケア・プラ
ンニングの実践ポイント 

薬局 68巻8号 2786-2791 2017 

木澤義之,山本亮 

 

緩和ケア研修会 PEACE プロジェクトの成果と展望 

 
癌と化学療法 44巻7号 541-544 2017 

木澤義之 意思決定支援 日本医師会雑
誌 

146巻5号 965 2017 

木澤義之 【心疾患・COPD・神経疾患の緩和ケア がんと何が
同じで、どこがちがうか】わが国の政策と診療報酬
の動向 

緩和ケア 27巻6月増刊 8-11 2017 

岸野 恵,木澤義之他 がん患者が答えやすい痛みの尺度 鎮痛水準測定
法開発のための予備調査 

ペインクリニ
ック 

38巻1号 93-98 2017 

長岡広香,木澤義之他 がん診療連携拠点病院のソーシャルワーカー・ 
退院調整看護師から見た緩和ケア病棟転院の障壁 

Palliative 

Care Researc
h 

12巻4号 789-799 2017 

木澤義之他 がん薬物療法とアドバンス・ケア・プランニング 癌と化学療法 43巻3号 227-280 2016 
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木澤義之他 今後のことを話しあおう レジデント 9巻7号 96-100 2016 

島田麻美,木澤義之 前立腺癌有痛性骨転移患者の疼痛緩和におけるオ
ピオイドの匙加減 

薬局 67巻11号 85-90 2016 

川越正平 「患者の人生に寄り添い、病院と地域をつなぐ医
師」 

日本内科学会
雑誌 

第106巻 第9
号 
p2054ｰ2057 2017 

川越正平 「進行がん患者を看取りまで支える在宅医療」 日本外科学会
雑誌 

第118巻 第5
号 

p551ｰ555 2017 

川越正平 「在宅医療の現状と課題」 日本内科学会
雑誌 

第103巻 第1
2号 
p3106ｰ3117 2017 

川越正平 「腫瘍内科医とかかりつけ医が伴走する二人主治
医制」 

Cancer Board
 Square 

Vol.3 no.3
  

 2017 

川越正平、秋山正子、小
島操、宇都宮宏子 

【座談会】「帰って来られる地域」とは？病院／在
宅の枠を超え、がん患者さんを支えたい 

訪問看護と介
護 

17(4) 314-423 2015 

田中結美、福井小紀子． 診断から看取りまで(第6回)事例から学ぶ全人的か
かわり(1)進行がんと診断を受けた患者における積
極的治療の選択時期から始まる看取りまでを見据
えた意思決定支援． 

がん看護． 23(1) 69-72 2018 

石川孝子，福井小紀子，
岡本有子． 

訪問看護師による終末期がん患者へのアドバンス
ケアプランニングと希望死亡場所での死亡の実現
との関連． 

日本看護科学
学会誌． 

37 123-131 2017 

梅田亜矢、福井小紀子． 進行がん患者における意思決定支援とコミュニケ
ーション～診断から看取りまで～【5】：高度看護
実践のスキルから学ぶ実践例：コンサルテーション
の理論と実践への活用． 

がん看護 22巻7号 719-725 2017 

浅海くるみ、福井小紀子． 進行がん患者における意思決定支援とコミュニケ
ーション～診断から看取りまで～【4】：看護師に
求められる多職種連携・看看連携を促進するかかわ
り：高度看護実践のスキルから学ぶ実践例. 

がん看護 22巻6号 639-644 2017 

岡本有子、福井小紀子． 進行がん患者における意思決定支援とコミュニケ
ーション～診断から看取りまで～【3】：看護師に
求められる診断から看取りまで全体プロセスを見
通したかかわり：高度看護実践のスキルから学ぶ実
践例． 

がん看護 22巻5号 527-531 2017 

福井小紀子． 意思決定支援をすすめるためのコミュニケーショ
ンスキル． 

がん看護 22(4) 439-445 2017 

福井小紀子． 看護師国試新出題基準：その意図と現場の対応⑪在
宅看護論～改定委員の立場から～． 

看護展望． 7増刊号 96-98. 2017 
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藤田淳子、福井小紀子、
岡本有子 

過疎地域における医療・介護関係者の終末期ケアの
実態と連携に関する調査 

日本公衆衛生
学会誌 

63(8) 416-423 2016 

福井小紀子 エビデンスを作り、人々の役に立つ研究をめざす 看護研究 49(6) 490-493 2016 

福井小紀子 機能強化型訪問看護ステーションが地域をつなぐ 訪問看護と介
護 

21(7) 506-516 2016 

福井小紀子 機能強化型ステーションとして“地域”の力を強化
する 

訪問看護と介
護 

21(7) 535-542 2016 

辻村真由子，福井小紀子,
 藤田淳子, 池崎澄江, 
乙黒千鶴 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携と
は?：各職種と遺族による自由回答から見えてきた
連携のポイント 

訪問看護と介
護 

21(3) 224-228 2016 

池崎澄江, 福井小紀子, 
藤田淳子, 乙黒千鶴, 辻
村真由子 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携と
は?：遺族から見た多職種連携評価 

訪問看護と介
護 

21(2) 148-152 2016 

藤田淳子, 福井小紀子, 
乙黒千鶴, 池崎澄江, 辻
村真由子 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携と
は?：多職種連携における職種別の特徴 

訪問看護と介
護 

21(1) 62-67 2016 

 
                                                 


